
27.弘前大学機関研究「弘前大学東日本大震災対応研究プロジェクト」
の実施（平成 22 年度，23 年度，24 年度） 

                                                     （学内対応分） 

 

 実施時期又は期間  
 平成２３年３月１５日～平成２３年７月２９日（調査期間） 

                              

 対応部局及び人員  
 保健学研究科教員１４名，被ばく医療総合研究所教員３名 

         

 実施の背景・目的  
 平成２３年３月に発生した東京電力・福島第一原子力発電所からの核分裂生成物の環境

への漏洩に伴う放射能汚染や放射線被ばく，さらには今後の原子炉の事態収拾対応におけ

る作業員の安全や周辺住民の健康への対策の確立という重要課題へ対応するため，これま

での研究成果をもとに，保健学研究科生体応答科学研究センターと被ばく医療総合研究所

が共同事業を行った。  

 

 実施概要  
 環境放射能及び放射線評価に関する研究，放射線曝露個体の線量・汚染評価に関する研

究，放射線曝露個体の治療方法に関する研究の 3 つの研究課題に取り組んだ。 

                              

 効果又は結果  
 福島県内における環境放射能及び放射線評価の為のサンプリングと分析から，住民避難

は正当であったことを明らかにしたこと，避難住民から採取した尿や毛髪等侵襲性の低い

生体試料から被ばく線量・汚染評価を実施した。併せて新たな被ばく線量マーカーの開発

や，マウスモデルによる生体幹細胞防護・治療カクテルの開発などに取り組み，得られた

成果は国際学術誌での情報発信に加え，朝日新聞やＮＨＫでこうした活動成果が紹介され

た。また成果の一部は特許出願に結びついた。 

                              

 今後の課題   
従来の緊急時マニュアルの精度向上や迅速性を高めるための計測手法の検討，高汚染エ

リアでの対応可能な測定機器の開発，福島県内の詳細な汚染マップの作成，住民の健康影

響評価と将来の疾病リスクアセスメント，青森県内での有事の際における緊急汚染測定マ

ニュアル及びネットワークの構築への還元や，緊急被ばく患者に対する精度の高い線量評

価方法の確立，薬剤の組み合わせによる新たな緊急被ばく治療法の確立などが求められる。 

 

 担当部局名  
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研究実績の概要 平成２２年度に行った研究実績の概要を，計画調書に記載した「①研究目的②研究計画・方法」に対応

させてわかりやすく記載してください。 

③成果及び当初計画からの達成度を記載してください。（具体的な数値で○○％など） 

④研究業績として，今年度に論文で発表されたもの及び特許出願したものを記載してください。 

⑤今後の研究成果の展開として，大型の競争的資金への申請や外部との共同研究，地域貢献など具体的

な計画を記載してください。 

※用紙が不足の場合は，頁を追加してください。 

① 研究目的 

本研究では，放射線に対して感受性が高い造血システムを評価モデルとして，標的となるヒト造血幹

細胞の性質及びその遺伝子の特徴を解明し，この事が個体差感受性とどう関わっているか，個々の感受

性を決定する遺伝子的違いは何であるかを解明する．さらにこれらの知見をもとに，放射線や抗ガン剤

治療開始前や高線量放射線被曝の可能性のある事業所等の作業従事者のリスク評価を目的とした診断方

法の確立へと繋げる．本機関研究は，大学院保健学研究科「生体応答科学研究センター」構成メンバー

を中心に組織されている．メンバーには，血液学，免疫学，細胞培養学，細胞外マトリックス科学，遺

伝子解析及び実験動物の専門家が揃い，有機的な連携で大きな成果が期待される．本組織はさらに，文

部科学省・特別教育研究事業（平成 20 年度～平成 24 年度）「緊急被ばく医療支援人材育成及び体制の

整備」における検査部門並びに研究部門の中枢をなし，本事業の推進にも重要な責務を負っている．即

ち，本機関研究の推進は，弘前大学が日本のエネルギー政策とも密接に関わる事業への貢献に繋がると

共に，地域社会に果たす責務としても極めて重要となる． 

② 研究計画・方法 

 平成22年度は，昨年度に引き続き下記6項目の研究課題についてさらに研究を進めると共に，放射線障害造

血幹細胞の細胞組織学的及び病理学的な評価に加え，放射線感受性と相関が認められる関連遺伝子及び遺

伝子相互のネットワーク解析及び造血幹細胞の放射線感受性とミトコンドリア機能との関連性解明にそれぞれ

取り組む．さらに造血幹細胞の放射線曝露に伴う染色体評価をバルセロナ自治大学・Joan F. Barquinero教授と

の共同研究でスタートさせ，国際連携の足掛かりとする．本年度の具体的な検討項目は下記の通りである． 

1)  ヒト造血幹・前駆細胞である CD34 陽性細胞の発現抗原と放射線感受性の関連性－柏倉，細川 

2)  ヒト CD34 陽性細胞の発現遺伝子と放射線感受性の関連性－葛西，門前， 

3)  放射線誘発細胞死シグナルとサイトカインによる生存刺激との相互メカニズム－中村，吉田，七島 

4)  放射線障害造血幹細胞からの造血・免疫系の再構築－三浦，伊藤，吉野 

5)  診断方法としての応用・発展性の検討－渡辺，野坂 

6)  放射線被ばくマウスモデルに対する iPS 細胞や間葉系幹細胞の治療可能性の探索－中野，千葉 

7)  放射線障害造血幹細胞の細胞組織学的及び病理学的な評価－渡辺，鷲谷 

｛連携研究｝ 

8)  DNA マイクロアレイ解析結果を基に，感受性と相関が認められた関連遺伝子及び遺伝子相互のネットワー

ク解析－富山大学医学薬学研究部・近藤隆教授；生命科学先端研究センター・田渕圭章，高崎一朗． 

9)  造血幹細胞のミトコンドリア機能と放射線感受性との関連性の検討－幹細胞は成熟機能細胞に比べて細

胞死において重要な役割を果たすミトコンドリアが少ない．然しながらその機能と放射線感受性との関連性

はほとんど不明である．これらの点をミトコンドリア研究の第一人者である鹿児島大学大学院医歯学総合

研究科・馬嶋秀行教授との共同研究をスタートさせる． 

10) 造血幹細胞の放射線曝露に伴う染色体評価－バルセロナ自治大学・Joan F. Barquinero 教授 

≪倫理的措置：ヒト由来試料の使用に関して≫ 研究代表者である柏倉幾郎及び造血幹細胞実験担当者は，

弘前大学医学研究科倫理委員会に対し，【申請実験・研究課題名】「臍帯血由来造血幹細胞の分化・増殖なら

びに制御因子に関する研究」でヒト細胞の使用に関し承認を得ている． 



 

③ 成果及び当初計画からの達成度（文中｛ ｝内の記述は関連業績を示す） 

平成 22 年度の活動の結果，関連業績も含め以下の多くの成果を挙げる事が出来た． 

1) ヒト造血幹・前駆細胞である CD34 陽性細胞の発現抗原と放射線感受性の関連性．（達成度 150%） 

▶ 臍帯血中の白血球前駆細胞（CFU-GM）の放射線感受性（2 Gy）は，分娩月・秋（9月～11月）の細胞が春

（3 月～5 月）に比べて高い感受性を示した．一方，巨核球前駆細胞（CFU-Meg）では逆に分娩月・春の臍帯

血の細胞で高い感受性を示した．また，CFU-GMの放射線感受性は女児が男児に比べて高く，CFU-Megで

は逆に男児が女児より高い放射線感受性を示した．｛原著論文６，国際学会ポスター発表２及び７｝ 

2) ヒト CD34 陽性細胞の発現遺伝子と放射線感受性の関連性．（達成度 150%） 

▶ ヒト末梢血由来造血前駆細胞の放射線感受性と性別及び年齢との関連性を検討したところ，前駆細胞数

と放射線感受性との間に正の相関を認めた．また，男女間に放射線感受性の差は認められなかったが，0.5 

Gy 照射の場合の前駆細胞の生存率は年齢と共に低下した．｛原著論文９，国際学会ポスター発表９｝ 

3) 放射線誘発細胞死シグナルとサイトカインによる生存刺激との相互メカニズム．（達成度 120%） 

▶ 重粒子線照射ヒト造血幹細胞からの巨核球成熟及び血小板造血過程について検討したところ，生存した

細胞から正常な巨核球成熟が認められ，生成した血小板機能も非照射コントロールのものとの間に有意な

差は観察されなかった．さらに成熟巨核球中の Tie-2 分子の mRNA 発現の上昇に加え，PECAM1，SELP，

CD44 といった接着因子の発現上昇が観察された．｛原著論文１０｝ 

4) 放射線障害造血幹細胞からの造血・免疫系の再構築．（達成度 100%） 

▶ 放射線曝露ヒト単球からの樹状細胞への分化は，非照射コントロールに比べて LPS 刺激への応答が低

く，サイトカイン混合刺激がより有効であることを示した．｛国際学会ポスター発表１０｝ 

5) 診断方法としての応用・発展性の検討．（達成度 120%） 

▶ ヒト CD34 陽性細胞に発現する Nrf2 関連遺伝子の多くは放射線によって上昇し，さらにそのうちの NQO1

の初期発現はその個体の放射線感受性と有意に相関する事が明らかとなった．｛原著論文２｝ 

6) 放射線被ばくマウスモデルに対する iPS 細胞や間葉系幹細胞の治療可能性の探索．（達成度 100%） 

▶ マウス iPS 細胞の放射線感受性を検討し，その放射線感受性は比較的低いが，中胚葉及び外肺葉に比

べ内胚葉への分化が放射線感受性であることを明らかにした．｛国際学会口頭発表４及びポスター発表５｝ 

7) 放射線障害造血幹細胞の細胞組織学的及び病理学的な評価．（達成度 100%） 

▶ CD34 陽性造血幹・前駆細胞の放射線感受性と，細胞内ミトコンドリア量及び照射後の活性酸素種産生と

の間に直接的な関連性は存在しない事を明らかにした．｛国際学会ポスター発表６｝ 

｛連携研究｝ 

8) DNA マイクロアレイ解析結果等を基に，感受性と相関が認められた関連遺伝子及び遺伝子相互のネットワ

ーク解析－富山大学医学薬学研究部・近藤隆教授；生命科学先端研究センター・田渕圭章，高崎一朗．（達

成度 80%） 

▶ ヒト臍帯血由来造血幹細胞５検体から得られた mRNA を用いてマイクロアレイ解析を行い，得られた個々

のデーターについて現在解析中を行っている． 

9) 造血幹細胞のミトコンドリア機能と放射線感受性との関連性の検討－幹細胞は成熟機能細胞に比べて細

胞死において重要な役割を果たすミトコンドリアが少ない．然しながらその機能と放射線感受性との関連性

はほとんど不明である．これらの点をミトコンドリア研究の第一人者である鹿児島大学大学院医歯学総合研

究科・馬嶋秀行教授との共同研究をスタートさせる．（達成度 100%） 

▶ 馬嶋秀行教授を招聘し，講演会を開催すると共に，メンバーが研究室を訪問し，予備実験を行うと共に今

後の連携を検討した． 



10) 造血幹細胞の放射線曝露に伴う染色体評価－バルセロナ自治大学・Joan F. Barquinero 教授．（達成度

100%） 

▶ Barquinero 教授を招聘し，講演会を開催した．さらに，大学院保健学研究科・柏倉幾郎が同教授研究室

に 2 週間滞在し，染色体標本作成についての技術を習得すると共に，今後の連携を詳細に検討した． 

 

④ 研究業績 

（１）論文（投稿中のものは記載不要） 
【原著論文】 
1. A. Omori, M. Manabe, K. Kudo, K. Tanaka, K. Takahashi and I. Kashiwakura. Influence of 

obstetric factors on the yield of mononuclear cells, CD34+ cell count and volume of 
placental/umbilical cord blood. J Obstet Gynecol Re, 36(1): 52-57 (2010).  
 

2. K. Kato, K. Takahashi, S. Monzen, H. Yamamoto, A. Maruyama, K. Itoh and I. Kashiwakura. 
Relationship between radiosensitivity and Nrf2 target gene expression in human hematopoietic 
stem cells. Radiat Res, 174(2): 177-184 (2010). 
 

3. A. Omori, T. Chiba, K. Takashi, K. Tanaka, M. Manabe and I. Kashiwakura. Combined impact of 
the association between pre-pregnancy BMI and gestational weight gain on the 
placental/umbilical cord blood volume collected. J Health Sci, 56(4):414-421(2010). 
 

4. K. Wada, M. Hazawa, K. Takahashi, T. Mori, N. Kawahara and I. Kashiwakura. Structure-activity 
relationships and the cytotoxic effects of novel diterpenoid alkaloid derivatives against A549 
human lung carcinoma cells. J Nat Med. 65(1):43-49(2010). 
 

5. H. Chai, M. Hazawa, N. Shirai, J. Igarashi, K. Takahashi, Y. Hosokawa, H. Suga and I. 
Kashiwakura. Functional properties of synthetic N-acyl-L-homoserine lactone analogs of 
quorum-sensing gram-negative bacteria on the growth of human oral squamous carcinoma cells. 
Invest New Drugs, 2010 Sep 28. [Epub ahead of print]. 
 

6. A. Omori, T. Chiba and I. Kashiwakura. Relationship between radiosensitivity of human 
neonatal hematopoietic stem/progenitor cells and individual maternal/neonatal obstetric factors. 
J Radiat Res, 51(6):755-763(2010). 
 

7. M. Hazawa, M. Kudo, T. Iwata, K. Saito, K. Takahashi, J. Igarashi, H. Suga and I. Kashiwakura. 
Caspase-independent apoptosis induction of quorum-sensing autoinducer analogs against 
chronic myeloid leukemia K562. Invest New Drugs, 2011 Jan 5. [Epub ahead of print]. 
 

8. K. Kato, M. Kuwabara and I. Kashiwakura. The influence of gender- and age-related differences 
in the radiosensitivity of hematopoietic progenitor cells detected in steady-state human 
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28. 中野 光，佐藤英明，伊藤京子，若山亜由美，篠原信賢，伊藤巧一．混合臍帯血移植による免疫系細

胞の構築性．第 5回日本臨床検査学教育学会学術大会．2010年 8月 18～20日，弘前大学大学院保

健学研究科，P86． 



 

29. 吉岡治彦，鷲谷清忠，渡辺 純，中村敏也，小井麻未，佐藤達資．紫外線顕微鏡による無染色標本の

核酸とタンパク質解析条件．第 5 回日本臨床検査学教育学会学術大会．2010 年 8 月 18～20 日，弘

前大学大学院保健学研究科，P95． 

 

30. 七島直樹，井村美穂，福島奈緒，葛西宏介，中野 学，石川 孝，中村敏也．乏毛と乳腺発達異常を

示すラットHHRにおけるゲノム異常の解析．第 5 回日本臨床検査学教育学会学術大会．2010 年 8 月

18～20 日，弘前大学大学院保健学研究科，P96． 

 

31. 大友良光，Rabbi F, Urmi N J and Ahsan C R. Vibrio parahaemolyticusは塩化ナトリウム不含の培地で

生育可能か？-バングラデシュ国のダッカ市内河川での病原性腸炎ビブリオ調査から-．第 5回日本臨

床検査学教育学会学術大会．2010 年 8 月 18～20 日，弘前大学大学院保健学研究科，P98． 

 

32. 中村敏也，鈴木ゆう紀，田中孔明，中野 学，七島直樹，石川 孝．新規被ばくマーカーの開発を目指

したX線による細胞外マトリックス成分の分解に関する検討．第５回日本臨床検査学教育学会学術大

会．2010 年 8 月 18～20 日，弘前大学大学院保健学研究科，P102． 

 

33. 清水武史，山名大輔，七島直樹，山田俊幸，三滴卓也，土田成紀．ぺルオキシソーム増殖剤によるラ

ット肝発がん過程は多段階で進行する．第 69 回日本癌学会学術総会．2010 年 9 月 22 日～24 日，大

阪国際会議場，0-158． 

 

34. 土田成紀，三浦卓也，清水武史，山名大輔，七島直樹，山田俊幸．クロフィブレート耐性ラット肝とヒト

肝ではPPARαの内因性リガンドを産生する酵素の発現は低下している．第 69 回日本癌学会学術総

会．2010 年 9 月 22 日～24 日，大阪国際会議場，0-163． 

 

35. 山名大輔，清水武史，三浦卓也，七島直樹，山田俊幸，土田成紀．クロフィブレートによるラット肝発癌

への星細胞の関与の解析．第 69 回日本癌学会学術総会．2010 年 9 月 22 日～24 日，大阪国際会議

場，0-165． 

 

36. 山田俊幸，七島直樹，清水武史，三浦卓也，山名大輔，土田成紀．弘前ヘアレスラット胸腺におけるB

細胞の分化亢進．第 69 回日本癌学会学術総会．2010 年 9 月 22 日～24 日，大阪国際会議場，

P-0016． 

 

37. 七島直樹，山田俊幸，清水武史，三浦卓也，山名大輔，土田成紀．Phospholipase A2 group IV c欠失

ラットでの乳がんの増殖低下．第 69 回日本癌学会学術総会．2010 年 9 月 22 日～24 日，大阪国際会

議場，P-0534． 

 

38. 葛西宏介，三上彩野，石川孝，中村敏也，三浦富智．魚類粘液抗菌タンパク質の遺伝子解析．第 16

回弘前大学遺伝子実験施設シンポジウム．2010 年 11 月 19 日，弘前大学創立 50 周年記念会館． 

 

39. T. Ishikawa, K. Nakano, N. Nanashima, T. Miura, K. Kasai, Y. Otomo, H. Nozaka, T. Takeo, M. Nakano,  

M. Chiba, A. Iwane and T. Nakamura. Examination of urinary protease activity as a biomarker for 

evaluating effects of external irradiation of rats. 第 2 回緊急被ばく医療国際シンポジウム．2010 年 10

月 10 日，弘前大学医学部コミュニケーションセンター，P31． 

 

40. 鷲谷清忠, 阿部一之助, 安保淳一, 岩井宗男, 奥沢悦子, 浅沼匡介, 渡辺純. Webを活用したASC-US

の細胞学的検討. 第 51 回日本臨床細胞学会総会. 2010 年 5 月 29 日，横浜パシフィコ． 

 

41. 渡辺潤子，金子安比古，小林康人，黒住昌史，吉田光明，穐山美穂，松島芳文. エンドセリンレセプタ

ーB (Ednrb)遺伝子変異近交系JF1マウスにおける自然発症癌好発のメカニズム. 第69回日本癌学会

学術総会，2010 年 9 月 22 日～24 日，大阪市． 

 



42. 中田章史，柿沼志津子，島田義也，吉田光明，X線および炭素線で誘発されたマウス胸腺リンパ腫の

分子細胞遺伝学的解析，日本人類遺伝学会第 55 回大会，2010 年 10 月，さいたま市． 

 

【その他】 

1. 柏倉幾郎「放射線の影響を幹細胞で評価する」，弘前大学研究成果公開シンポジウム（2011年 2月 18

日，キャンパスイノベーションセンター東京），要旨集P17-18． 

 

（２）特許出願（出願中のものも記載） 

  特記事項なし． 

 

 

 

⑤今後の研究成果の展開（当初予定していたプログラム等への申請状況，申請予定などを記載してください） 

1) 大型競争的資金の獲得及び国際連携の促進 

放射線感受性を決定する遺伝子探索研究を基本としたテーマについて，研究代表者・柏倉は科学研究費

補助金・基盤研究（B）（平成 21 年～23 年度）に採択されているが，これらの研究活動とも併せて今後各省

庁の科学研究費補助金や JST 育成研究等の大型資金や弘前大学機関の獲得に向け，情報収集を含め積

極的に申請活動に取り組む． 

2) 文部科学省特別教育研究事業「緊急被ばく医療支援人材育成及び体制の整備」への貢献 

本組織は，弘前大学大学院保健学研究科における文部科学省・特別教育研究事業（平成 20 年度～平成

24 年度）「緊急被ばく医療支援人材育成及び体制の整備」における医療生命科学領域の研究部門の中枢

を担っており，本事業の推進にも積極的に貢献する．さらには，日本の国際宇宙ステーション計画推進にお

いても，宇宙空間での宇宙放射線克服といった方面への発展性にも取り組む． 

3) 文部科学省科学技術振興調整費・地域再生人材創出拠点の形成事業（平成 22年度～平成 26年度）「被ば

く医療プロフェッショナル育成計画」推進への貢献 

4) 弘前大学及び地域への貢献 

本機関研究の推進母体である「生体応答研究センター」を中心に，国内外専門研究機関及び研究者との連

携体制をさらに強め，弘前大学機関研究の学術成果の国際的な情報発信の促進と共に，公開講演会，セミ

ナーやシンポジウムを通して地域への成果還元も図る． 

 







平 成 ２ ３ 年 度 弘 前 大 学 機 関 研 究等 実 績 報 告 書 
整理番号 

※研究推進課で記入 

 

研究種目 

※採択種目を選択 
機関研究 ・ 学長指定重点研究 

研 究 代 表 者 

所属部局・職名 大学院保健学研究科・教授 配分された研究経費 

氏 名 柏 倉 幾 郎 7,000,000 円 

研 究 課 題 名 東日本大震災対応放射線科学研究プログラム 

支出額の使用内訳 

合 計 備 品 費  消耗品費 旅 費 謝 金 そ の 他 

7,000,000 円 354,905 円 3,179,136 円 2,572,971 円 217,592 円 675,396 円 

備品費の明細 

品 名 ・ 仕 様     （数量×単価（円)） 金額（円） 設置場所 

①エクマンバージ採泥器・１台・宮元理研工業㈱ 
 
 
②ポケットサーベイメータ PDR-111・１台・日立アロカメデイカル㈱ 

149,105 円 
 
 

205,800 円 

医学部 

化学実験室 2 

 

医学部 1F 

床次研究室 

研究組織（研究代表者及び研究分担者）（本年度の当該研究課題に対する分担事項） 

所属部局・職名  氏 名 

役 割 分 担  

本年度の研究実施計画に対する分担事項 
分担割合

（％） 

大学院保健学研究科・教授 

被ばく医療総合研究所・教授 

大学院保健学研究科・教授 

被ばく医療総合研究所・教授 

大学院保健学研究科・教授 

大学院保健学研究科・教授 

被ばく医療総合研究所・教授 

大学院保健学研究科・准教授 

大学院保健学研究科・講師 

大学院保健学研究科・講師 

大学院保健学研究科・助教 

大学院保健学研究科・助教 

大学院保健学研究科・助教 

大学院保健学研究科・助教 

大学院保健学研究科・助教 

大学院保健学研究科・助教 

大学院保健学研究科・助教 

柏倉 幾郎(56) 

山田 正俊(57) 

中村 敏也(55) 

吉田 光明(56) 

渡邉 純(53) 

細川洋一郎(52) 

床次 眞司（46） 

伊藤 巧一(51) 

三浦 富智(42) 

七島 直樹(35) 

鷲谷 清忠(59) 

細田 正洋（36） 

葛西 宏介(33) 

中野 学(32) 

門前 暁(28) 

千葉 満(32) 

吉野 浩教(27) 

研究総括，感受性評価実験 

分析化学・放射能解析 

分子生物学的解析実験 

細胞死の解析，染色体線量評価 

診断方法としての評価，病理学的解析 

感受性評価実験 

環境放射能・放射線測定と機器開発 

造血・免疫系の再構築 

細胞死の解析，染色体線量評価実験 

分子生物学的解析 

細胞組織学的評価 

環境放射能・放射線測定と解析 

遺伝子解析 

再生医療研究 

造血幹細胞の感受性評価実験 

再生医療研究 

造血・免疫系の再構築 

5% 

10% 

5% 

10% 

5% 

5% 

10% 

5% 

5% 

5% 

5% 

5% 

5% 

5% 

5% 

5% 

5% 

合 計 17 名 
  

 



研究実績の概要 平成２３年度に行った研究実績の概要を，計画調書に記載した「①研究目的②研究計画・方法」に対応

させてわかりやすく記載してください。 

③成果及び当初計画からの達成度を記載してください。（具体的な数値で○○％など） 

④研究業績として，今年度に論文で発表されたもの及び特許出願したものを記載してください。 

⑤今後の研究成果の展開として，大型の競争的資金への申請や外部との共同研究，地域貢献など具体的

な計画を記載してください。 

※用紙が不足の場合は，頁を追加してください。 

①研究目的 

 本研究は大学院保健学研究科「生体応答科学センター」及び被ばく医療総合研究所による共同事業であり，

次の 3 つの研究課題からなり，それぞれの具体的な研究目的を下記に示す 

1) 環境放射能及び放射線評価に関する研究（主として被ばく医療総合研究所が担当） 

｛目的｝福島第一原子力発電所からの核分裂生成物の環境への漏洩に伴う放射能汚染や放射線量値の評価，

解析を行い，既存の計測手法に関する問題点を抽出してさらなる精度向上や迅速性を高めながら，東日本大震

災からの復旧・復興に貢献すると共に，青森県内での有事の緊急対策に資する． 

2) 放射線曝露個体の線量・汚染評価に関する研究（研究所と生体応答科学研究センターとの共同事業） 

｛目的｝放射能汚染が局地的に高いエリアを有する福島県北西部避難住民からの生体試料解析から，トータル

被ばく量を算出し，今後の健康調査・指導に還元する．さらに低侵襲に採取可能な爪や毛髪等の成分分析か

ら，より精度の高い線量依存的な線量評価方法や新たな被ばく線量マーカーの研究開発を行う． 

3) 放射線曝露個体の治療方法に関する研究（主として「生体応答科学センター」が担当） 

｛目的｝ 現在臨床応用されている医薬品の組み合わせにより，消化管や造血機能等放射線被ばく患者の生体

幹細胞防護・治療カクテルをマウスモデルにより最適な治療方法を開発する． 

 

②研究計画・方法 

 本研究は大学院保健学研究科及び被ばく医療総合研究所との連携による 3 研究課題から構成されている． 

 

課題No. 課 題 名 課題担当責任者 

課題1 環境放射能及び放射線評価に関する研究 床次眞司 

課題2 放射線曝露個体の線量・汚染評価に関する研究 中村敏也及び吉田光明 

課題3 放射線曝露個体の治療方法に関する研究 柏倉幾郎 

 

上記課題を推進する為の具体的な検討項目と研究代表者，研究分担者の具体的な役割は下記の通りである． 

1) 福島県内における環境放射能及び放射線評価の為のサンプリングと分析｛課題1｝－山田，床次，細田 

2) 避難住民から採取した尿や毛髪等侵襲性の低い生体試料から被ばく線量・汚染評価｛課題1｝－山田，細田 

3) 染色体解析による被ばく線量評価｛課題2｝－吉田，三浦，鷲谷，葛西 

4) 新たな被ばく線量マーカーの開発｛課題2｝－中村，渡邉，三浦，七島，葛西 

5) マウスモデルによる放射線被ばく患者の生体幹細胞防護・治療カクテルの開発｛課題3｝－柏倉，細川，伊

藤，中野，門前，吉野，千葉 

6) ヒト造血幹細胞を用いた放射線障害軽減及び再生に関する基礎的な検討｛課題3｝－柏倉，門前，吉野 

 

上記検討項目 5については，（財）環境科学技術研究所の動物実験施設を利用する．弘前大学と同研究所は

平成 22 年に共同研究協定を締結しており，既に関連課題の共同実験を進めている．動物への照射ならびに飼

育は環境科学技術研究所が担当する．実験にはマウスを用い，照射はガンマセルで行った． 



③成果及び当初計画からの達成度 

1) 福島県内における環境放射能及び放射線評価の為のサンプリングと分析（達成度200%） 

▶ 弘前から福島までの区間において空間線量率の走行サーベイを継続的に実施し，放射性プルームの襲

来予測に貢献した．福島県内の高レベル汚染地域における避難住民の累積外部被ばく線量の推定結果よ

り政府による避難勧告が正当であった事を報告した．また，福島県内において事故直後から環境試料を採

取し分析を進めている． 

｛原著論文No. 1，6，48，国際学会ポスター発表No.10，国内学会ポスター発表No.52，65，70，73｝ 

 

2) 避難住民から採取した尿や毛髪等侵襲性の低い生体試料から被ばく線量・汚染評価（達成度120%） 

▶ 事故から1カ月後に福島県浪江町17名および南相馬市から福島市への避難住民48名の延65名に対し，

NaI(Tl)シンチレーションスペクトロメータを用いて甲状腺内部被ばく線量を評価した．この結果はNHK教育テ

レビのETV特集で放映（2012年3月11日）され，朝日新聞の1面記事で紹介（2011年3月9日）された．尿試料

の迅速測定も実施し，現在は精密測定中である． 

｛国内学会ポスター発表No.52｝ 

 

3) 染色体解析による被ばく線量評価（達成度120%） 

▶ 化学誘導未成熟染色体凝縮（PCC）法の細胞処理における最適化を達成した．さらに，PCC法において迅

速な新規被ばく線量指標を開発した．東日本大震災対応研究では，福島県民に解析を実施するほどの被

ばく者は出ていない．また，放射線の環境影響解析の視点から，浪江町の野生げっ歯類の染色体を調査

し，不安定型染色体異常を有する個体の存在を確認した． 

｛原著論文No.17，国際学会ポスター発表No.1, 6, 7, 9｝ 

 

4) 新たな被ばく線量マーカーの開発（達成度120%） 

▶ X線によりBリンパ芽球系細胞の93遺伝子に発現上昇が認められ，その多くは放射線の線量依存性が認

められた．また，マウス毛ケラチン，ラット尿中還元型グルタチオン及びその関連酵素，β-N-アセチルグル

コサミニダーゼ，ラット骨マトリックス等についてX線照射による影響を認め，そのいくつかは線量依存性が

確認されマーカーとしての可能性が示された． 

｛原著論文No.23，国内学会ポスター発表No.63｝ 

 

5) マウスモデルによる放射線被ばく患者の生体幹細胞防護・治療カクテルの開発（達成度120%） 

▶ 137Cs γ線，7 Gy全身照射マウスの10%が27日間生存後30日目には全て死亡するが，romiprostim の濃度

を昨年度の50倍に増加し，ND投与を2回にしてEPO + G-CSF + romiprostimを5日間投与する事で30日目に

75%のマウスが生存した．一方，生存個体の末梢血球数，骨髄細胞数，骨髄中の前駆細胞数にはコントロー

ルとの間に有意差は見られなかった．｛国内学会ポスター発表No.45｝ 

6) ヒト造血幹細胞を用いた放射線障害軽減及び再生に関する基礎的な検討（達成度150%） 

▶至適サイトカイン刺激により，放射線曝露ヒト造血幹細胞からの細胞増殖は低下するものの，残存細胞か

らので巨核球・血小板造血はほぼ正常に成熟し，産生された血小板機能も非照射コントロールで得られたも

のとの間に有意な差は認められなかった．その他血球産生への放射線影響に関する業績が得られた． 

｛原著論文No. 2，3，5，6， 国際学会ポスター発表No.8，12｝ 
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（２）特許出願（出願中のものも記載） 

なし 

 

⑤今後の研究成果の展開（当初予定していたプログラム等への申請状況，申請予定などを記載してください） 

【今後の研究成果の展開】 

 本年度得られた成果を踏まえ，次年度以降福島県浪江町での調査をさらに進める．特に，昨年度得られた環

境放射能の測定結果や，避難住民の一部から得られた甲状腺被ばく量の解析を進め，国内外の研究者とも連

携して情報発信に努めると共に，住民への情報の還元も随時行う． 

 

【外部資金への申請予定】 

事 業 名：国家課題対応型研究開発推進事業「原子力基礎基盤戦略研究イニシアティブ」 
研究期間：平成２４年度～平成２６年度 
応募額：７５，０００千円（各年度 25,000 千円，４機関共同申請の為弘前大学は各年度 5,000 千円） 
応募・採択状況：応募準備中（採択結果 平成２４年６月下旬） 
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